
安値更新後、ハリケーン襲来で切り返す
NY原油先物相場は、1バレル=65.27ドルまで下落して昨年5月以来となる1年4ヵ月ぶりの安値を更新

した後、68ドル台まで切り返す展開になった。週前半は需要不安を織り込む展開が続き、下値模索の展

開になった。ブレント原油が70ドルの節目を割り込むなど、安値更新サイクルが維持された。しかし、

その後はメキシコ湾でハリケーンが発生したことで、供給不安を織り込む動きが優勢になり、一時

70.32ドルまで切り返した。

メキシコ湾で発生した熱帯性暴風雨「Francine」は11日前後にルイジアナ州からミシシッピ州にかけ

てハリケーンに勢力を強めて上陸した。この影響で同地区の石油関連施設でも従業員の退避が行われ、

原油生産や流通にも大きな混乱が生じた。米安全環境執行局（BSEE）の報告によると、9月10～13日

まで4日間で累計255.0万バレルの生産が喪失されている。ただし、13日には従業員の職場復帰、操業

再開が報告され、原油相場の高騰は一服した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月6日時点）は、原油が前週比83万バレル増、ガソリ

ンが231万バレル増、石油精製品が231万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需要不安で戻り売り優勢の展開、改めて65ドル水準の攻防に

2

【展望】

ハリケーンの供給不安の消化が終わり、改めて戻り売り優勢

の展開になろう。中国を筆頭に世界の石油需要環境・見通し

が悪化している。加えて、夏の行楽シーズンが終了したこと

で、需要の端境期に突入していることもネガティブ。石油輸

出国機構（OPEC）プラスの減産縮小延期がほとんど材料視

されなかったことからも、地合の悪さが確認できる。WTI原

油65ドル、ブレント原油70ドルが昨年来の最安値圏になって

いるが、同水準での下げ止まりの有無が打診される地合が続

く見通し。

世界石油需要見通しの悪化が、原油相場の上値を圧迫しやす

い。国際エネルギー機関（IEA）は2024年見通しを日量7万

バレル引き下げた。中国では景気減速に加えて、電気自動車

（EV）普及、高速鉄道網整備などの影響で、石油需要の伸び

が急速に減速していることが報告されている。加えて、

OPECプラス以外の増産圧力が強く、世界石油需要の伸びを

上回る中、25年に向けて供給余剰リスクの高まりを指摘して

いる。OPECも世界石油需要見通しを24年で8万バレル、25

年で4万バレル、それぞれ引き下げている。今週は中国絡み

の大きなイベントなどは予定されていないが、需要不安の織

り込みが続くと、改めて下値を切り下げるリスクがある。

一方、9月17～18日には米連邦公開市場委員会（FOMC）が

開催される。利下げ幅についてマーケットの見方が割れてい

るため、株価やドル相場などのボラティリティが高まるリス

クに注意が必要。また、米景況感を占う上で、17日に発表さ

れる米国の8月小売売上高、8月鉱工業生産などの経済指標に

も注目したい。需要不安織り込みのダウントレンドに対して、

修正を迫るような動きの有無が焦点になろう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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